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第３四半期決算の状況

1

22年度第3四半期《単体》
（億円）

21年度
第3四半期 実績 前年同期比

△７１

△４

△１８
△１１
＋２５

（＋２０）

△６

＋１

△１８

△５４

＋５５

＋５２

△５６

△５

＋１０７

実質業務純益※１ ５６８ ５６９ ８０．４％

＋５３

進捗率

経常収益 １，４３４ １，３６３ ７５．７％

業務粗利益 １，１８２ １，１７８ ７７．４％

資金利益
役務取引等利益・特定取引利益
その他業務利益
（うち国債等債券関係損益）

９８７
１１５

８０
（６６）

９６９
１０４
１０５

（８６）

７６．３％
６６．２％

１１１．５％
１１９．２％

経 費 （△） ６１５ ６０９ ７４．９％

基礎的業務純益 ※２

一般貸倒引当金繰入額 （△）

経常利益 ３６３ ４７０ ８８．８％

四半期（当期）純利益 ２３８ ２９１ ８９．５％

５０１ ４８３ ７６．０％

７１ １７ ２７．１％

業務純益 ４９７ ５５２ ８５．６％

臨時損益 △１３４ △８２ ７０．９％

うち不良債権処理額 （△）

うち株式等関係損益

１２９

６

７３

１

８０．７％

ー

＋６９０国際業務部門

△３４５０預金等利息 （△）

△２５１４５有価証券利息配当金

△３７７８５うち貸出金利息

△２４８７９国内業務部門

前年

同期比

22年度

第3四半期
〔資金利益内訳〕

個別貸倒引当金

繰入額（△）
△６８４７

うち一般貸倒引当金

繰入額（△）
△５４１７

△１０９９１与信費用（△）

（億円）〔与信費用〕

△１２２株式等償却（△）

うち株式等売却益 △２３３

（億円）〔株式等関係損益内訳〕

△５１株式等関係損益

＋５７

＋１３２

△６２

前年同期比

22年度第3四半期21年度
第3四半期

《連結》
（億円）

８８．６％５１４３８２経常利益

実績 進捗率

７５．９％１，５８３１，６４５経常収益

８９．０％２９８２４１四半期（当期）純利益

（億円）

※1 実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
※2 基礎的業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券関係損益



25,561 25,715

20,059 19,891

21年度 22年度第3四半期

銀行全体 うち静岡県内

・中小企業向け貸出金残高2兆5,715億円

前年度比＋154億円

・個人向け貸出金残高2兆1,527億円

前年度比＋842億円

61,432
62,752 62,924

40,660
42,411 42,619

20年度 21年度 22年度第3四半期

銀行全体

うち静岡県内

※地方公社を含まない （億円）

（億円）

22年度第３四半期の貸出金残高（平残）は

6兆2,924億円と前年度比＋172億円の増加

＋＋208208

＋172

21,527
20,685

17,636
17,004

21年度 22年度第3四半期

銀行全体 うち静岡県内

＋154

＋＋632632

＋842

△△168168

（億円）

貸出金残高（平残）の推移

貸出金（平残）の増減内訳 うち中小企業向け貸出金残高（平残）の推移 うち個人向け貸出金残高（平残）の推移

貸出金

【増減額内訳（前年度比）】 （億円）

＋
１
７
２

2

公共向け
(中央政府を含む)

＋13

個人
＋842

中小企業
＋154

大・中堅企業
△558

海外
△279

22年度第３四半期の貸出金残高（末残）は
6兆4,708億円と10年3月末比＋1,695億円
の増加



47 40

91

233

75

343

0 .09

0 .37

0 .19

0 .07

0 .55

0 .13

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度第3四半期

与信費用比率

一般貸倒引当金繰入額 17億円 （前年同期比 △54億円）

不良債権処理額 73億円 （ 〃 △55億円）

うち個別貸倒引当金繰入額 47億円 （ 〃 △68億円）

【与信費用内訳】

与信費用

与信費用：22年度第3四半期 91億円（前年同期比△109億円）

与信費用比率：22年度第3四半期 0.19％（前年同期比△0.23％）

3

・債務者区分の変更等 93億円

・担保評価下落等 8億円

・格上、回収等による取崩 △54億円

合計 47億円

※与信費用＝ 不良債権処理額 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 －貸倒引当金取崩額 与信費用比率＝与信費用÷貸出金平残
19年度以降の不良債権処理額には信用保証協会責任共有制度に関する偶発損失引当金繰入額等を含む

与信費用・与信費用比率の推移
（億円、％）



延滞なし
79%

延滞 21%

106億円（4.4％）

2,161億円（89.0％）

160億円（6.6％）

2,428億円

22年12月末のリスク管理債権の総額 2,428億円（10年9月末比＋68億円）

リスク管理債権比率 3.75％（ 〃 ＋0.05ポイント）

ネットリスク管理債権（単体ベース） 260億円（ 〃 ＋15億円）

ネットリスク管理債権比率 0.40％（ 〃 ＋0.02ポイント）

リスク管理債権の状況（単体ベース）

リスク管理債権の内訳

不良債権のオフバランス化

リスク管理債権

4

実質的なリスク管理債権

破綻先債権

延滞債権

3カ月以上延
滞・貸出条件

緩和債権

【破綻懸念先】
1,722億円

【実質破綻先】
439億円

【要管理債権】
160億円

20年度 21年度 22年度上期
22年度

第3四半期(3カ月)
＋８９２ ＋３８０

△３１５
（△２８８）

２，３６０

△７６５
（△５３２）

＋２０６

△１３８
（△１２８）

２，０８２ ２，４２８

新規発生 ＋９７７

オフバランス化
（うち破綻懸念先以下）

△７６４
（△６９５）

リスク管理債権 ２，２９５

（億円）

260億円

1,321億円

199億円

2,428億円

648億円

部分直接償却額

信用保証協会
保証付貸出金

担保・引当等

ﾈｯﾄﾘｽｸ管理債権



4,216 4,232

2,388 2,208

6,784 5,967

1,024
708

5,853 7,291

22年3月末 22年12月末

国債

地方債

社債

株式

その他

有価証券

22年12月末の有価証券残高 2兆407億円（22年3月末比 ＋142億円）

22年12月末の株式･債券･投資信託等の有価証券評価損益＋1,165億円（同 △167億円）

うち株式評価損益＋961億円（同 △184億円）

（億円）+142+142

22年3月末 22年12月末

円債デュレーション 4.73年 5.16年

有価証券評価損益 1,332億円 1,165億円

うち株式 1,145億円 961億円

日経平均株価

外債デュレーション 2.60年 2.15年

11,089.94円 10,228.92円

20,265

有価証券残高の推移 預貸率・預証率の推移

20,407

5

〈〈株式株式〉〉
△△180180

－△1820フレディマック

△0△7616米国債

22/3比（簿価）

△20

361

（評価
損益）

－

＋283,466ジニーメイ

0ファニーメイ

〈〈国債国債〉〉
+1,438+1,438

（億円）

外貨債券の主な内訳 債券平均残存期間・有価証券評価損益の推移

85.3% 83.8% 82.9%

31.3% 29.8% 29.6% 28.1% 25.5% 22.3%

107.3% 109.6% 110.9% 113.3%
109.3%

105.2%

79.8% 81.4%
76.0%

0
17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度第3Q

預証率預貸率

預貸率＋預証率



18,216

19,559

14,177
14,831

21年度 22年度第3四半期

国内店 静岡県内

22 年 度第3四半期の譲渡性預金を含む
預金等残高（平残）は7兆5,914億円と
前年度比＋1,045億円の増加

・国内営業店預金等残高7兆3,974億円

前年度比＋895億円

・静岡県内預金等残高6兆4,086億円

前年度比＋728億円

・個人預金等残高5兆1,736億円

前年度比＋327億円

・法人預金等残高1兆9,559億円

前年度比＋1,343億円

（億円）

預金等残高（平残）の推移

うち個人預金等残高（平残）の推移 うち法人預金等残高（平残）の推移

51,409 51,736

47,073 47,468

21年度 22年度第3四半期

国内店 静岡県内

（億円） （億円）【増減額内訳（前年度比）】 （億円）

預金等残高（平残）増減額の内訳

＋
１
，
０
４
５

預金等

6

72,053
74,869 75,914

64,08663,357
61,341

20年度 21年度 22年度第3Q

預金等合計 静岡県内

～～

＋＋1,0451,045

＋＋729729

＋327

＋＋393955

＋1,343

＋＋654654

海外
＋２５

金融･公金
△７７５

個人
＋３２７

法人
＋１，３４３

オフショア
＋１２５



4,183
4,199

3,986

5,803

3,208

3,319

52,297
51,221

50,473

7

7
12

325

337
331

151

160
132

4,275

5,453
2,486

21年3月末 22年3月末 22年12月末

（億円）

22年12月末の個人預り資産残高(静銀ﾃｨｰｴﾑ証券を含む) 6兆5,889億円(22年3月末比＋1,311億円)

資産運用商品(円貨預金、譲渡性預金を除く) 1兆3,584億円(同 ＋234億円)

（億円）

（億円）

個人預り資産（末残）の推移 投資信託販売額（静銀ﾃｨｰｴﾑ証券含む）の推移

個人年金保険窓販額の推移

預り資産

7※個人年金保険は残存する契約の残高

470
511

336

445

219

503

20年度上期 20年度下期 21年度上期 21年度下期 22年度上期 22年度下期（計画）

581
680

512 479
432

581

20年度上期 20年度下期 21年度上期 21年度下期 22年度上期 22年度下期（計画）

投資信託

外貨預金

１
３
，
５
８
５
億
円

１
３
，
３
５
０
億
円

１
１
，
４
１
３
億
円

＋２３５＋２３５

譲渡性預金

61,898

64,578

個人年金
保険

+350

＋＋1,3111,311

円貨預金

+1,076

静銀ﾃｨｰｴﾑ
証券

+111

公共 債

△213

65,889

△6

△9

（225）

（225）

※（ ）は第3四半期実績

※（ ）は第3四半期実績

（107）

（220）

（201）
（174）



自己資本比率の状況

ＢＩＳ自己資本比率（連結ベース） 自己資本およびリスク・アセット等の推移

銀行勘定の金利ﾘｽｸ量 TierⅠ＋TierⅡ アウトライヤー比率

８５７億円 ６，７６１億円 １２．７％

アウトライヤー比率（22年第3四半期：単体ベース）

8

（％） （億円）
20年

3月末

21年

3月末

22年

12月末

６，２３４ ６，９４５

６，４３１

６２３

４３，９９５

４０，７０７

２６９

３，０２０

－

６，０７８

う ち Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅱ ７９１ ２９１ ６７６ △５３

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ･ﾘｽｸ
相当額に係る額

２，８３７ ２，９５４ ３，０２１ △１

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 ４４，２３２ ４４，１４８ ４４，８８９ △８９４

マーケット・リスク相
当 額 に 係 る 額

２２０ ２４８ ２０５ ＋６４

信 用 リ ス ク ・

アセットの額
４０，８９５ ４０，９４６ ４１，６６３ △９５６

－

６，５０４

５，９３８

２８０

22年

3月末

22年

3月末比

自 己 資 本 ６，８７８ ＋６７

う ち Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ

フ ロ ア 調 整 額

６，３１４

－

＋１１７

－

※ 自己資本には、優先株、劣後債務等を含まない

13.42
13.76

14.06

14.61

15.78

15.32

14.12
14.70

13

15

20年3月末 21年3月末 22年3月末 22年12月末

ＴｉｅｒⅠ自己資本比率
(中核自己資本比率)

ＢＩＳ自己資本比率

22年12月末 バーゼルⅡによる自己資本比率 15.78％（22年3月末比＋0.46ポイント）

TierⅠ比率（中核自己資本比率）14.61％（同 ＋0.55ポイント）

国際基準行を対象に実施された｢定量的影響度調査(QIS)｣の結果､所要自己資本水準に懸念はないと判断



株主還元

22年度中間配当額 6.50円（配当性向27.29％）

22年度も「配当性向25％程度かつ大手地銀最高水準」の配当維持を目指し、市場動向、業績等を勘案し
決定する方針のもと、1株当たり配当額（年間）13円を予定

12年度から21年度までの10年間の株主還元率の平均は約6割と高水準を維持

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度予想

一株当たり配当額（年間） 13.00円 13.00円 13.00円 13.00円 13.00円（6.50円）

1.03％ 1.47％ 1.59％ －配当利回り(配当/期末株価) 1.10％

（ ）は中間配当額

18年度 19年度 20年度 21年度

91 91

40

131

321

28.20

40.64

－

91

128

70.85

70.85

22年度
予想

92 88

150

238

325

27.03

73.13

－

当期純利益④ 363 352 2,478（累計）

92

25.39

25.39

12～21年度実績
（10年間）

年間配当額① 91

126

218

25.96

61.82

687（累計）

自己株式取得額② 798（累計）

株主還元額③＝①＋② 1,486（累計）

配当性向①/④×100 27.74（平均）

株主還元率③/④×100 59.96（平均）

（単位：億円、％）

配当額の推移

株主への利益配分の状況

9



自己株式取得実績

10

取得株式 取得金額 消却株数 消却金額

7,226千株 9,997百万円

9,142百万円

9,143百万円

23,281百万円

8,267百万円

－

23,381百万円

－

－

－

10,130百万円

－

4,638百万円

－

97,981百万円

6,633千株

8,357千株

24,954千株

8,234千株

－

30,000千株

－

－

－

10,000千株

－

5,000千株

－

100,404千株

株主還元率

9年度 7,226千株 9,997百万円 90.3%

10年度 6,633千株 9,142百万円 86.7%

11年度 8,357千株 9,143百万円 51.4%

12年度 24,954千株 23,281百万円 152.0%

13年度 8,234千株 8,267百万円 165.4%

14年度 29,928千株 23,107百万円 229.4%

15年度 10,712千株 8,566百万円 50.8%

16年度 － － 17.1%

17年度 － － 22.5%

18年度 － － 25.3%

19年度 10,000千株 12,621百万円 61.8%

20年度 － － 70.8%

21年度 5,000千株 3,996百万円 28.8%

22年度 ※ 20,000千株 ※ 14,980百万円 73.13%

累計 131,044千株 123,102百万円 63.2％

・株主還元率＝(自己株式取得額＋配当支払額)÷当期純利益×100 ※22年度取得株式数等は第3四半期までの実績

9年度以降、継続的に自己株式取得を実施、22年9月末までに１3１百万株を取得

22年度上期は、２度にわたり合計20,000千株の自己株式取得を実施

過去の自己株式取得実績



22年度の業績予想

【単 体】 21年度実績 22年度予想
前年度比

△６０

＋２５

＋４

経常収益

△７９

１，８００１，８６０

経常利益 ５０５ ５３０

当期純利益 ３２１ ３２５

与信費用 （△） ２３３ １５４

＋７

＋４１

△６０

前年度比

２，０８５２，１４５連結経常収益

３２８

５３９

21年度実績

５８０連結経常利益

連結当期純利益 ３３５

22年度予想【連 結】

11

（億円）

（億円）

22年11月公表値に対して修正なし



参考資料



預貸金利回り

22年12月の預貸金利回り差は、22年3月末比△0.03ポイントの低下

円貨貸出金・預金構成の変化（単月比較）

（％）

〔22年3月〕 〔22年12月〕（兆円、％）

平残（構成比） 利回り 平残（構成比）

（100.0） １．７４ ６．２

４．７

３．０

１．６

１．６

７．３

３．９

３．０

１．６７（73.7）

（46.8）

（25.4）

（26.3）

（100.0）

（53.9）

２．０８

０．８６

１．９１

（41.3）

０．１２

０．０２

６．１

０．２４

（100.0）

４．５ （75.2）

（47.5）

（26.2）

（24.8）

（100.0）

（53.7）

（41.0）

うち短ﾌﾟﾗ・

新長ﾌﾟﾗ基準
２．９ ２．０４

預金等 ７．２ ０．０７

うち流動預金

うち定期性預金

３．９ ０．０２

うち市場連動 １．６

固定金利 １．６ １．８３

３．０

利回り

１．６６

１．６０

０．７６

０．１４

貸出金

変動金利

＋１．６２＋１．６２〔預貸利回り差〕 △0.03

※預金等はNCDを含む

１．５９１．５９

貸出金利（月中平均）の推移

うち企業規模別法人貸出金利の推移

（％）

12

△０．０８△０．０８

△０．０５△０．０５

1.721.73
1.741.741.751.761.761.771.781.781.791.79

1.82

1.71
1.661.681.691.691.70

1.531.541.551.551.551.561.571.581.591.591.601.601.61

1.52 1.50 1.50 1.50 1.49 1.47

2.01 2.00 1.99 1.98 1.97

2.032.032.042.052.062.072.082.092.092.102.112.12
2.17

2.02

21/6月 9月 12月 22/3月 6月 9月 12月

法 人

個 人

～～

全 体

0.92
0.950.960.970.980.991.00

1.021.031.031.04
1.071.08

1.11
1.131.131.141.151.16

1.79 1.78 1.78 1.77 1.76
1.801.811.821.831.831.831.831.841.841.851.851.861.861.87

21/6月 9月 12月 22/3月 6月 9月 12月

大･中堅企業

中小企業

～～



手数料収益

7

10

17
18

8
14

8

15

16

20

20年度下期 21年度上期 21年度下期 22年度上期 22年度第3四半期

10 14 19 18 9

79 79 78 72

32

11.8% 12.1% 12.3%
11.4%

9.9%

20年度下期 21年度上期 21年度下期 22年度上期 22年度第3四半期

役務・特定取引利益

静銀ﾃｨｰｴﾑ証券

手数料収益は投資信託、保険窓販の販売低迷により減少

（億円） （億円）

〔単体〕 22年度
第3四半期 前年同期比

手 数 料 収 益 １７１億円 ＋１億円

代 理 事 務 手 数 料
(保険窓販手数料など)

２９億円 △２億円

受 入 雑 手 数 料 ７１億円 ＋２億円

手 数 料 費 用 ６４億円 ＋１億円

支 払 雑 手 数 料 ２５億円 △０億円

保 険手数料収益比率
（静銀ﾃｨｰｴﾑ証券を含む）

手数料収益（銀行・静銀ティーエム証券） 投資信託・保険販売の手数料収益

手数料収益・費用（役務取引等）

13

90

97
90

投資信託（静銀ﾃｨｰｴﾑ証券を含む）

41

(3カ月)

(3カ月)

93

（70）
（75）

（70）
（74）

（33）

※（ ）は役務取引利益



一般貸倒引当金

14

一定期間
債務者区分

貸倒実績率※
（％） 静岡銀行における取扱

（平均残存期間）

１１．０９
２．２２
２．０１

２．４１
２．８７

正常先･要注意先1年
要管理先3年

３．２５

正常先
消費者ローン

Ａ１、Ａ２
Ｂ１～Ｂ３

０．０７
０．０３
０．３７

１

１
１．２９
１．７５

１．３５ ３

要注意先
Ｃ０、Ｃ１

Ｃ２

要管理先
Ｃ３

一般貸倒引当金＝債務者区分ごとの債権残高×予想損失率

予想損失率＝貸倒実績率×一定期間

ーーーーーーーーーーーー

→

ーーー

※貸倒実績率は５算定期間の平均と直近のいずれか高い率を採用

一般貸倒引当金の算定

〔例〕消費者ローン先の一般貸倒引当金繰入額

平均残存期間(11.09年)にて算出した繰入額＝52億円 ⇒ 1年ルールにて算出した繰入額＝５億円



経費

22年度第3四半期 609億円(前年同期比△6億円)

22年度第3四半期 OHR(単体)51.7％(前年同期比△0.15ポイント)､22年度通期 OHR 53.5％(見込み)

投資信託・保険の販売額

325 331 309 328

407 421 442440

45 44 45 43

56.9%

53.5%
52.2% 53.5%

19年度 20年度 21年度 22年度(予想)

税金
物件費
人件費
ＯＨＲ

19年度 20年度

物件費 ４０７ ４２１ ４４０ ３２７

事務委託費 ７５ ７９ ８０ ６７

システム関連 １２３ １３０ １４４ １０８

その他 ２０９ ２１２ ２１６ １５２

21年度 22年度
第3四半期

経費およびＯＨＲの推移 物件費の推移

（億円）（億円）

＋２＋２

＋１９＋１９

15
※（ ）は第3四半期

777 796
793
(615)

813
(609)

(36) (35)

(332) (327)

(247) (246)

〔22年度稼動の主なシステム投資〕

自振システム、証券システム、コールセンター
システム更改による後方業務の効率化
融資支援システムの機能強化
諸届受付処理のワークフロー化（システム化）
金融商品販売支援システム稼動による営業活動
の効率化、情報のデータベース化



資本政策
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22年1月

株
式
売
出
し

22年3月

自
己
株
式
取
得

５
百
万
株

22年
5月～6月

自
己
株
式
取
得

１
０
百
万
株

22年
8月～9月

自
己
株
式
取
得

１
０
百
万
株

22年1月 「株式売出し」実施
・売出し株数29,900千株（ｵｰﾊﾞｰｱﾛｯﾄﾒﾝﾄ3,900千株含む）
・個人株主数 約5,000先増加

⇒「地域の個人株主増加」を実現（株主の裾野拡大）

22年3月
・株主価値希薄化の防止および株主還元の充実
（ｵｰﾊﾞｰｱﾛｯﾄﾒﾝﾄ分の一部を自己株式放出により対応したため）

・さらなる資本効率の向上および株主還元の充実
（1株あたりの利益の改善等を通じた株主への利益還元）

22年5月～6月 自己株式取得10百万株

22年8月～9月 自己株式取得10百万株

自己株式取得５百万株

21年3月

株 主 数 全 体 23,584先 28,806先 ＋5,222先

（個人保有株数
割合）

16.7％ 19.1％ ＋2.4％

うち個人株主数 22,082先 26,998先 ＋4,916先

22年3月 増減

資本政策の取組み内容 株主数の推移

21年度下期 22年度上期
22年度

下期



グループ会社の状況

グループ会社（連結子会社11社）は、
経常収益343億円（前年同期比＋7億円）、経常利益38億円（同＋16億円）の増収増益

会社名 業務内容 経常収益
前年同期比

経常利益
前年同期比

静銀経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱ 経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ業務 １

１７９

３６

１０

１６

５

２７

３

２５

６

３５

３４３

△１

７

△０△１

＋９

△３

±０

△１

＋１

＋４

△２

△１

±０

△１

＋７

１５

２

６

４

３

７

０

０

０

０静銀ﾋﾞｼﾞﾈｽｸﾘｴｲﾄ㈱ 為替送信･代金取立等の集中処理業務等

３８

＋２ △３

±０

静銀ﾘｰｽ㈱ ﾘｰｽ業務 ＋１３

静岡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ㈱ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ関連業務、計算受託業務 ＋１

静銀信用保証㈱ 信用保証業務 △１

静銀ﾃﾞｨｰｼｰｶｰﾄﾞ㈱ ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ業務、信用保証業務 ＋１

静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ㈱ 株式公開支援業務、中小企業再生支援業務 ＋２

静銀ﾃｨｰｴﾑ証券㈱ 金融商品取引業務 ＋２

欧州静岡銀行 銀行業務・金融商品取引業務 △０

静銀総合ｻｰﾋﾞｽ㈱ 労働者派遣業務等 ±０

静岡ﾓｰｹﾞｰｼﾞｻｰﾋﾞｽ㈱ 銀行担保不動産の評価･調査業務等 △０

合 計 （11社） １６

ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ業務、信用保証業務静銀ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ㈱ ※ ２

※持分法適用関連会社、19年4月開業

(億円)
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本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績

を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性があることにご留意

ください。


